
▼
参
院
選
の
真
っ
最
中
で
あ
る
。

直
前
の
都
議
選
の
結
果
に
よ
っ

て
結
果
が
ほ
ぼ
予
想
さ
れ
る
状

況
で
は
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る

き
ら
い
も
否
め
な
い
が
、
友
愛

関
係
者
に
は
「
熱
い
夏
」
を
過

ご
し
て
い
る
方
々
も
さ
ぞ
多
い

こ
と
だ
ろ
う
。
▼
こ
の
時
期
、

英
国
で
の
選
挙
運
動
に
同
行
し

た
時
の
記
憶
が
蘇
っ
て
く
る
。

一
〇
年
近
く
前
の
Ｅ
Ｕ
議
会
選

挙
の
際
の
こ
と
で
あ
る
。

▼
英
国
の
選
挙
戦
は
（
日
本
で

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
）
戸
別
訪

問
が
中
心
だ
が
、
Ｅ
Ｕ
議
会
選

挙
の
場
合
は
次
の
下
院
選
挙
ま

で
の
「
中
間
選
挙
」
的
な
性
格

も
あ
り
、
党
員
や
支
持
者
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
と
テ
コ
入
れ
に
運
動

の
主
眼
が
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
議
会

議
員
、
国
会
議
員
、
地
方
議
員

な
ど
数
名
が
、
戸
別
訪
問
先
で

の
選
挙
民
の
反
応
も
共
有
し
な

が
ら
、
そ
の
地
域
が
抱
え
る
問

題
を
ゆ
っ
く
り
議
論
し
て
歩
く
、

と
い
う
選
挙
活
動
で
あ
る
。

▼
こ
の
最
も
印
象
に
残
っ
た

「
散
歩
」
の
時
間
以
外
に
も
、
電

話
で
の
投
票
依
頼
や
繁
華
街
で

の
ブ
ー
ス
を
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
選
挙
戦
略
を
め
ぐ
る
公

開
討
論
、
選
挙
カ
ー
で
の
遊
説

（bussing

）
等
の
選
挙
活
動
も
体

験
し
た
。
▼
だ
が
、
選
挙
活
動

の
総
計
の
時
間
も
短
く
、
ほ
と

ん
ど
睡
眠
時
間
は
と
れ
な
い
か

も
…
…
と
覚
悟
し
て
い
た
筆
者

は
拍
子
抜
け
す
る
思
い
で
「
こ

の
程
度
の
選
挙
戦
で
い
い
の
か
」

と
再
三
聞
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
す
る
回
答
は
異
口
同

音
に
「
無
理
を
し
て
も
仕
方
が

な
い
」「
選
挙
戦
の
期
間
は
、
選

挙
区
や
国
政
、
Ｅ
Ｕ
の
問
題
を

ゆ
っ
く
り
考
え
る
時
間
で
も
あ

る
し
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

▼
議
会
政
治
の
母
国
で
あ
る
英

国
並
み
と
は
い
か
な
い
に
せ
よ
、

よ
う
や
く
解
禁
さ
れ
た
ネ
ッ
ト

選
挙
を
フ
ル
に
活
用
し
、
選
挙

後
の
政
治
に
実
質
的
な
痕
跡
を

残
す
よ
う
な
熟
議
的
な
選
挙
運

動
が
実
現
し
な
い
も
の
か
―
―

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
選

挙
カ
ー
か
ら
の
連
呼
を
聞
く

日
々
で
あ
る
。

(

ヒ
ゲ
）
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題字：鳩山威一郎

五
月
十
九
日
（
日
）
五
月
晴

れ
の
空
の
下
、
満
開
の
バ
ラ
が

妍
を
競
う
鳩
山
会
館
に
、
同
志

が
集
結
し
た
。
昭
和
二
十
八
年

四
月
二
十
九
日
、
こ
こ
音
羽
で

産
声
を
あ
げ
た
「
友
愛
青
年
同

志
会
」
は
、
六
十
年
の
年
月
を

経
て
、
現
「
日
本
友
愛
協
会
」

へ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

「
創
立
六
十
周
年
記
念
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
二
百
名
に
近
い

同
志
が
一
同
に
会
し
た
。

快
晴
の
記
念
日

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

に
「
創
立
六
十
周
年
記
念
大
会
」

が
織
り
込
ま
れ
、
実
行
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
。
理
事
会
で
大

会
開
催
日
が
検
討
さ
れ
、
敢
え

て
創
立
日
の
四
月
二
十
九
日
を

避
け
、
五
月
十
九
日
を
選
ん
だ

の
は
、
満
開
の
バ
ラ
で
皆
様
を

お
迎
え
し
た
い
と
の
意
向
か
ら

だ
。
こ
れ
を
受
け
て
開
催
を
重

ね
た
実
行
委
員
会
で
は
、
細
か

い
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
一
番
の
懸
念

「
天
候
」
に
関
し
て
は
、
最
後

ま
で
気
を
揉
ん
だ
。
予
報
は
雨
、

百
名
以
上
が
一
枚
に
収
ま
る
と

い
う
「
記
念
撮
影
」
を
実
現
さ

せ
る
に
は
、
天
候
が
要
と
な
る
。

無
情
な
雨
の
予
報
に
、
祈
る
よ

う
な
気
持
ち
で
迎
え
た
十
九
日

で
あ
っ
た
が
、
一
転
五
月
晴
れ

の
天
恵
を
賜
っ
た
。

全
国
か
ら
同
志
集
う

北
海
道
か
ら
、
九
州
か
ら
、

四
国
か
ら
、
正
に
全
国
か
ら
同

志
が
集
結
し
、
そ
の
数
は
百
八

十
名
を
越
え
た
。
久
し
ぶ
り
に

会
う
仲
間
、
中
に
は
十
年
ぶ
り

と
い
う
方
も
あ
る
。
し
か
し
顔

を
合
わ
せ
る
と
「
お
う
」
の
一

言
で
、
歳
月
の
隔
た
り
は
消
え
、

往
年
の
「
同
志
」
と
な
る
。

来
賓
と
し
て
参
加
さ
れ
た
脳

科
学
者
茂
木
健
一
郎
さ
ん
が

「
こ
の
集
ま
り
を
拝
見
し
て
、

友
愛
と
は
何
か
が
、
少
し
解
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
語

ら
れ
た
が
、「
友
愛
」
の
二
文

字
が
結
ん
だ
友
情
、
志
を
掲
げ

た
情
熱
、
人
と
し
て
な
に
を
尊

ぶ
か
と
い
う
理
念
、
そ
れ
ら
を

共
有
し
生
き
て
き
た
多
く
の
同

志
の
「
証
」
が
、
今
日
結
集
し

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

鳩
山
安
子
名
誉
会
長
の
遺
影
が

見
守
る
記
念
大
会

会
は
ま
ず
本
年
二
月
十
一
日

に
亡
く
な
ら
れ
た
、
鳩
山
安
子

名
誉
会
長
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま

っ
た
。
司
会
進
行
は
芳
賀
大
輔

実
行
委
員
が
務
め
る
。

こ
れ
ま
で
友
愛
協
会
を
牽
引

し
て
き
た
川
手
正
一
郎
実
行
委

員
長
、
鳩
山
邦
夫
大
会
会
長
、

鳩
山
由
紀
夫
副
理
事
長
、
井
上

和
子
評
議
院
長
と
挨
拶
が
続

き
、
同
じ
く
永
年
牽
引
役
を
務

め
た
鶴
巻
克
雄
顧
問
の
乾
杯

で
、
宴
へ
と
移
っ
た
。

奇
跡
の
一
枚
・
笑
顔
の
集
い

乾
杯
の
前
に
、
参
加
者
全
員

で
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
総

勢
百
八
十
余
名
が
カ
メ
ラ
に
収

ま
り
、
鳩
山
会
館
を
背
に
見
事

な
記
念
写
真
が
出
来
上
が
っ

た
。（
写
真
左
）

日
本
け
ん
玉
協
会
の
理
事
長

を
務
め
る
本
協
会
監
事
の
奥
住

壽
先
生
の
ご
好
意
で
、
山
木
八

段
に
よ
る
妙
技
披
露
、
け
ん
玉

の
贈
呈
が
あ
り
、
会
場
は
和
気

藹
々
一
色
に
な
っ
た
。

写
真
解
説
　
上
段
左
よ
り
／
鳩
山
由
紀
夫
副
理
事
長
／
鳩
山
邦
夫
理
事
長
・
大
会
会
長
／
閉
会
の
辞
を
述
べ
る
奥

田
吉
郎
理
事
を
讃
え
登
壇
し
た
理
事
長
、
副
理
事
長
、
評
議
院
長
／
中
段
左
よ
り
　
鳩
山
安
子
名
誉
会
長
の
遺
影

を
飾
っ
た
祭
壇
／
今
を
盛
り
と
咲
く
バ
ラ
の
花
／
母
が
千
の
風
に
な
っ
て
今
日
を
運
ん
で
来
た
み
た
い
で
す
と
挨

拶
。
井
上
和
子
評
議
員
長
／
下
段
左
よ
り

／
奥
住
壽
監
事
（
左
）
と
山
木
弘
行
け
ん
玉
道
八
段
保
持
者
。
今
回

の
立
て
役
者
の
お
二
人
／
満
面
の
笑
顔
で
挨
拶
。
川
手
正
一
郎
実
行
委
員
長
／
鶴
巻
克
雄
顧
問
が
乾
杯
の
発
声
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平
成
二
十
五
年
六
月
十
四
日

（
金
）
友
愛
サ
ロ
ン
に
於
い
て
、

平
成
二
十
五
年
度
第
十
五
回
通

常
理
事
会
、
お
よ
び
第
六
回
定

時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
平
成
二
十
四
年
度
事
業

報
告
、
平
成
二
十
四
年
度
計
算

書
類
、
公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
報
告
書
が
承
認
さ
れ
た
。

午
前
十
時
か
ら
開
催
さ
れ
た

理
事
会
で
は
、
鳩
山
邦
夫
理
事

長
の
挨
拶
に
続
き
、
定
足
数
確

認
が
行
わ
れ
、
理
事
会
は
成
立

し
た
。
続
い
て
、
奥
住
壽
、
長

田
正
太
郎
両
監
事
に
よ
る
監
査

報
告
が
な
さ
れ
た
。
協
議
に
移

り
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報

告
、
及
び
平
成
二
十
四
年
度
決

算
に
あ
た
る
計
算
書
類
が
承
認

さ
れ
た
。

併
せ
て
、
平
成
二
十
四
年
度

公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告

書
（
内
閣
府
提
出
）
の
承
認
が

行
わ
れ
た
。

出
席
理
事

鳩
山
邦
夫
理
事
長
・
鳩
山
由

紀
夫
副
理
事
長
・
川
手
正
一
郎

常
務
理
事
・
武
田
紀
年
男
理

事
・
木
村
正
治
理
事

出
席
監
事

奥
住
壽
監
事
・
長
田
正
太
郎

監
事

…
…
…
…
…

理
事
会
に
引
き
続
き
、
午
前

十
一
時
よ
り
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
理
事
長
に
代
わ
り
、
鳩

山
由
紀
夫
副
理
事
長
が
挨
拶
を

行
っ
た
。

評
議
員
会
の
定
足
数
の
確
認

が
な
さ
れ
、
定
足
数
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
立
が
宣

言
さ
れ
た
。

井
上
和
子
評
議
院
長
が
議
長

に
就
任
し
、
鳩
山
由
紀
夫
副
理

事
長
に
、
理
事
会
の
報
告
を
求

め
た
。

資
料
を
基
に
、
平
成
二
十
四

年
度
事
業
報
告
、
計
算
書
類
な

ど
の
詳
細
に
わ
た
る
報
告
が
行

わ
れ
、
併
せ
て
監
査
報
告
、
公

益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
及

び
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。

協
議
に
入
り
、
第
一
号
議
案
、

第
二
号
議
案
で
あ
る
平
成
二
十

四
年
度
事
業
報
告
、
及
び
計
算

書
類
、
公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
報
告
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認

さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
に
移
り
、
今
理

事
会
を
以
て
理
事
全
員
が
任
期

満
了
を
迎
え
る
た
め
、
新
理
事

の
選
任
に
つ
い
て
協
議
が
も
た

れ
た
。
結
果
、
現
理
事
全
員
に

対
し
、
留
任
の
意
向
が
固
ま
り
、

全
会
一
致
で
現
理
事
重
任
を
決

議
し
た
。
即
時
、
出
席
理
事
全

員
が
新
理
事
に
就
任
す
る
こ
と

を
承
諾
し
た
。

ま
た
、
こ
の
後
第
十
六
回
臨

時
理
事
会
を
開
催
し
、
全
会
一

致
を
以
て
、
理
事
長
に
鳩
山
由

紀
夫
理
事
を
選
出
し
た
。
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太
原
経
由
で
臨
汾
市
へ

羽
田
か
ら
北
京
経
由
で
山
西

省
の
省
都
太
原
（
タ
イ
ゲ
ン
）

へ
、
そ
れ
で
も
移
動
に
一
日
か

か
っ
た
。
こ
こ
で
今
回
の
植
林

事
業
の
関
係
者
が
一
堂
に
集
い

顔
合
わ
せ
を
行
う
。
翌
朝
、
約

第
二
十
三
次
植
林
訪
中
が
実
施
さ
れ
た
。
今
回
の
植
林
実
施
場
所
は
、
山
西
省
臨
汾
市
、
遼
寧
省
錦
州
市
の
二
か
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
成

二
十
四
年
度
植
林
事
業
と
し
て
計
画
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
天
候
の
都
合
な
ど
か
ら
二
十
五
年
六
月
の
実
施
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
通

常
の
植
林
訪
中
団
を
組
む
こ
と
な
く
、
事
務
局
か
ら
一
名
、
学
生
参
加
と
し
て
川
手
祥
右
さ
ん
の
二
名
が
派
遣
さ
れ
た
。

実
施
の
遅
れ
か
ら
気
を
も
ん
で
い
た
現
地
か
ら
は
安
ど
の
声
が
あ
り
、
熱
烈
歓
迎
を
受
け
た
派
遣
員
は
、
滞
り
な
く
行
わ
れ
て
い
る
植
林
の

進
行
状
況
を
確
認
し
て
、
予
定
通
り
二
十
二
日
に
帰
国
し
た
。

三
十
年
来
の
友
人
、
王
樟
生
さ
ん
（
右

二
人
目
）
が
訪
ね
て
来
た
。
旧
友
の
孫

に
一
目
会
い
た
い
と
、
不
自
由
な
足
で

砂
の
混
じ
っ
た
土
に
植
え
ら
れ
た
苗

（
コ
ノ
テ
カ
シ
ワ
の
種
）
強
く
、
大
き

く
育
て
！
　
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

最
年
少
参
加
者
、
川
手
祥
右
さ
ん
に
、

参
加
証
書
が
手
渡
さ
れ
た

そ
の
昔
、
中
国
各
地
に
臨
汾
市
か
ら

人
々
が
移
住
。
正
に
「
根
」
の
地
だ

日
本
友
愛
協
会
に
贈
ら
れ
た
、
臨
汾
市

の
著
名
な
書
家
、
李
斗
辰
先
生
の
書

「
筆
墨
情
深
」
見
事
な
作
品
で
あ
る

広
大
な
土
地
、
砂
の
多
い
土
壌
、
こ
こ

を
緑
に
変
え
る
べ
く
四
〇
〇
人
が
集
結

広
原
に
植
え
る
一
本
の
木
。
周
り
に
は

さ
ら
に
小
さ
い
苗
が
植
え
ら
れ
て
い
る

者
な
ど
が
出
席
し
、
今
後
の
抱

負
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
臨
汾
市
は
、
郊
外
の

緑
化
は
も
と
よ
り
、
市
内
の
緑

化
、
環
境
保
全
に
も
力
を
そ
そ

い
で
お
り
、
同
時
に
行
わ
れ
る

市
街
地
近
代
化
計
画
を
含
め
、

十
年
計
画
で
あ
る
。
自
慢
の
ジ

オ
ラ
マ
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
河
川
岸
の
緑
化
も
着
々

と
進
め
て
い
て
、
臨
汾
市
は
か

な
り
の
予
算
を
割
い
て
い
る
。

翌
日
、
遼
寧
省
へ
向
か
う
た

め
太
原
へ
移
動
、
三
〇
〇
キ
ロ

の
距
離
を
ひ
た
走
る
こ
と
再

び
。
行
け
ど
も
行
け
ど
も
広
原

が
続
く
、
中
国
の
国
土
の
広
さ

を
、
正
に
実
感
す
る
。

太
原
で
は
、
川
手
常
務
理
事

の
三
十
年
来
の
友
人
、
王
樟
生

さ
ん
（
小
説
家
協
会
会
長
）
が

訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
以

前
一
緒
に
植
林
活
動
に
参
加
さ

れ
た
、
娘
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
と

も
数
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
た
。
王
先
生
か
ら

は
、
中
国
残
留
孤
児
の
話
な
ど

体
験
に
基
づ
く
貴
重
な
お
話
を

伺
う
事
が
で
き
た
。

翌
朝
は
古
い
歴
史
の
街
、
太

原
市
の
史
跡
を
見
学
、
文
化
と

歴
史
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
山

西
省
の
方
々
の
気
概
が
感
じ
ら

れ
る
。
そ
う
い
え
ば
、
食
事
も

っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
な
の

だ
。
三
十
セ
ン
チ
足
ら
ず
の
苗

木
が
、
こ
れ
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
と

育
ち
、
環
境
保
全
に
役
立
っ
て

く
れ
る
日
が
、
十
年
後
に
は
必

ず
お
と
ず
れ
る
。
そ
の
間
地
元

の
人
々
は
、
木
々
を
大
切
に
管

理
育
成
し
て
く
だ
さ
る
の
だ
。

日
中
双
方
が
、
心
を
一
つ
に
し

て
行
う
、
植
林
活
動
の
意
義
が

そ
こ
に
は
あ
る
。

歴
史
文
化
の
要
・
医
食
同
源

臨
汾
市
で
一
泊
。
中
国
側
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
中
華
全
国

青
年
連
合
／
国
際
青
年
交
流
中

心
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
を
始
め
、

山
西
省
の
代
表
、
臨
汾
市
の
代

表
、
そ
し
て
地
元
の
管
理
担
当

「
医
食
同
源
」
を
実
践
し
て
い

る
よ
う
な
、
中
国
四
千
年
の
食

文
化
が
感
じ
ら
れ
る
、
素
晴
ら

し
い
も
の
だ
っ
た
。

永
年
の
友
人
　
洪
桂
梅
さ
ん
の

故
郷
で
初
め
て
の
事
業

飛
行
機
で
太
原
か
ら
瀋
陽

へ
。
こ
ち
ら
も
古
い
歴
史
の
街

だ
。
今
回
初
め
て
遼
寧
省
で
の

植
林
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
る

が
、
遼
寧
省
は
日
本
友
愛
協
会

が
植
林
活
動
を
始
め
た
時
か

ら
、
担
当
者
と
し
て
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
て
い
る
中
華
全
国
青
年

連
合
／
国
際
青
年
交
流
中
心
の

洪
桂
梅
さ
ん
の
故
郷
だ
。
十
年

余
を
経
て
初
め
て
彼
女
の
故
郷

を
訪
ね
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
訳

だ
。
瀋
陽
か
ら
ま
た
し
て
も
二

〇
〇
キ
ロ
余
の
道
の
り
を
車
で

移
動
し
て
、
事
業
実
施
現
場
錦

州
市
に
向
か
う
。
そ
し
て
再
び
、

中
国
の
広
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

る
。
今
回
は
高
速
道
路
を
ひ
た

走
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
見

え
る
の
は
地
平
線
ば
か
り
。
日

本
で
地
平
線
が
見
え
る
の
は
？

と
思
う
と
、
格
段
の
差
に
驚
く

し
か
な
い
。

広
大
な
砂
地
・
緑
化
の
意
義

旅
の
行
程
も
残
す
と
こ
ろ
一

日
、
早
朝
か
ら
錦
州
市
の
現
場

に
向
か
う
。
朝
か
ら
強
い
日
射

し
で
気
温
も
ど
ん
ど
ん
上
昇
、

起
工
式
現
場
で
待
っ
て
い
て
く

だ
さ
っ
た
四
〇
〇
名
の
学
生
さ

ん
達
が
、
気
の
毒
に
な
っ
た
。

す
で
に
植
え
ら
れ
た
小
さ
な
苗

が
、
見
晴
ら
す
限
り
の
広
原
に

続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
土
を

手
で
握
る
と
、
さ
ら
さ
ら
と
指

の
間
か
ら
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
、
砂

の
交
じ
っ
た
乾
い
た
土
で
あ

る
。
こ
の
現
場
の
木
々
の
育
成

を
担
当
さ
れ
る
方
は
、
大
変
だ

と
思
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
い

っ
た
砂
地
だ
か
ら
こ
そ
木
を
植

え
、
保
水
し
、
砂
の
飛
散
を
防

三
〇
〇
キ
ロ
の
距
離
を
車
で
移

動
、
臨
汾
市
の
現
場
に
到
着
し

た
。
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

学
生
達
が
、
起
工
式
（
植
樹
祭
）

の
た
め
の
や
や
大
き
め
な
苗
木

を
用
意
し
て
待
っ
て
い
る
。
植

林
事
業
地
は
、
一
見
す
る
と
緑

が
足
り
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は

ど
れ
も
大
小
の
苗
木
が
作
り
上

げ
て
い
る
緑
で
、
本
来
植
樹
を

す
る
の
に
好
適
な
時
期
、
冬
場

に
植
え
ら
れ
た
も
の
が
根
付
い

た
た
め
、
土
が
む
き
出
し
に
な

参
加
証
書
を
受
け
、
握
手
を
交
わ
す
。

植
林
を
通
じ
て
の
日
中
友
好
を
実
践

記
念
碑
を
囲
ん
で
、
関
係
者
一
同
で
記

念
撮
影
。
地
元
の
方
々
が
今
後
木
々
の

成
長
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る

臨
汾
市
は
、
山
林
の
み
な
ら
ず
、
河
川

の
護
岸
植
林
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

十
年
計
画
の
都
市
化
と
同
時
進
行
だ

見
渡
す
限
り
の
地
平
線
。
小
さ
な
苗
が
、

更
に
小
さ
く
見
え
る

記
念
碑
も
広
大
さ
に
負
け
ぬ
大
き
さ
。

木
々
で
埋
も
れ
る
日
が
待
ち
遠
し
い

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

同
年
代
の
高
校
生
・
大
学
生

が
並
ぶ
会
場
で
、
中
国
語
を
交

え
た
見
事
な
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

た
川
手
祥
右
さ
ん
に
、
大
き
な

拍
手
が
わ
い
た
。
式
典
の
後
、

四
百
人
が
思
い
思
い
の
場
所

で
、
穴
を
掘
り
小
さ
な
苗
を
植

え
る
様
は
、
圧
巻
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
皆
さ
ん
と
、

と
の
思
い
を
振
り
切
っ
て
、錦
州

市
内
へ
戻
る
。
六
〇
〇
日
の
会

期
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、
遼
寧

省
万
博
を
見
学
。
同
じ
省
内
で

も
市
に
よ
っ
て
特
色
が
違
う
。

こ
こ
に
も
中
国
の
大
き
さ
が
表

れ
て
い
る
。
さ
て
ま
た
明
日
の

帰
国
に
備
え
て
空
港
の
あ
る
瀋

陽
へ
車
で
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
夕
陽
の
沈
み
ゆ
く
地
平

線
を
道
ず
れ
に
、
大
地
を
ひ
た

走
っ
た
。
再
訪
を
心
に
約
し
て
。

（
羽
中
田
　
記
）

大
き
く
育
っ
た
時
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
と
、
記
念
碑
の
傍
に
植
樹
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◆
全
国
か
ら
沢
山
の
盟
友
が
集
う

た
。
友
愛
六
十
周
年
記
念
大
会
、

快
晴
、
鳩
山
御
殿
の
満
開
の
バ
ラ
。

古
い
仲
間
に
会
う
と
、
心
が
洗
わ

れ
清
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
な
ん
と

な
く
浮
き
浮
き
し
、
元
気
と
や
る

気
が
で
る
。

快
哉
と
は
こ
ん
な
感
じ
の
時

か
。
自
分
の
歩
い
て
き
た
道
は
間

違
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
道
を
し
っ
か
り
歩
む
。
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。
友
愛
の
絆
を

も
う
一
度
し
っ
か
り
確
認
し
、
来

る
七
十
周
年
に
再
会
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
Ｋ
）

◆
日
々
の
暑
気
を
払
お
う
と
急
遽
、

江
ノ
島
に
出
掛
け
た
。
沖
に
は
真

っ
白
い
ク
ル
ー
ザ
ー
が
一
艇
、
何

や
ら
浜
辺
に
向
か
っ
て
熱
心
に
訴

え
か
け
る
声
が
聞
こ
え
る
。
よ
く

よ
く
、
内
容
を
確
か
め
て
み
る
と

参
院
選
の
候
補
者
が
演
説
を
行
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
浜
か
ら
は
涼
し

げ
な
船
上
遊
説
に
見
え
る
が
、
候

補
者
自
身
は
、
水
中
で
必
死
に
藻

掻
く
白
鳥
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。(

G
O)

◆
六
十
周
年
記
念
大
会
、
快
晴
と

い
う
よ
り
暑
い
と
感
じ
る
ほ
ど
の

日
射
し
。
十
年
前
の
五
十
周
年
、

緊
張
の
面
持
ち
で
参
加
し
た
事
も

懐
か
し
い
。
今
回
は
準
備
、
お
迎

え
側
、
来
て
く
だ
さ
る
方
々
、
有

り
難
く
て
後
光
が
さ
し
て
い
る
気

が
し
て
く
る
。
順
調
な
時
間
進
行
、

笑
顔
と
笑
い
声
、
満
開
の
バ
ラ
、

緑
の
芝
生
、
由
緒
正
し
き
鳩
山
会

館
の
麗
姿
、
こ
ん
な
に
豊
か
で
幸

せ
な
時
間
か
あ
る
だ
ろ
う
か
！
　

「
友
愛
と
は
…
」
答
は
ま
だ
手
に

し
て
い
な
い
が
、
今
日
と
い
う
日

は
確
実
に
あ
っ
た
。
私
の
人
生
の

中
に
、
確
か
に
存
在
す
る
。（
も
）

時
事
川
柳服

部
迪
夫
　
作

―
猛
暑
日
続
く

エ
ア
コ
ン
が
汗
を
か
い
て
る
熱

帯
夜―

待
望
の
サ
ザ
ン
・
再
結
成

サ
ザ
ン
か
ら
学
ぶ
真
夏
の
過
ご

し
方

振
り
向
け
ば
そ
こ
に
サ
ザ
ン
が

立
っ
て
い
る

―
日
本
人
横
綱
待
望
論

扱
い
は
横
綱
級
で
す
稀
勢
の
里

―
ド
ラ
マ
・
半
澤
直
樹

日
曜
日
異
色
の
バ
ン
カ
ー
闊
歩

す
る―

原
発
問
題

首
を
縦
横
に
振
る
人
再
稼
働

―
完
成
度
十
三
％

震
災
の
難
度
を
上
げ
る
防
波
堤

―
混
迷
続
く
政
権

エ
ジ
プ
ト
は
大
河
の
流
れ
見
習

え
よ

作
者
／
時
事
川
柳
研
究
会
会
長

ま
し
た
。
奥
住
壽
監
事
の
ご
尽

力
で
、
日
本
け
ん
玉
協
会
か
ら
、

け
ん
玉
道
八
段
の
山
木
弘
行
専

務
理
事
が
お
見
え
に
な
り
、
け

ん
玉
の
妙
技
を
披
露
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
加
え
て
け
ん
玉

を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ
を
教
え
て

く
だ
さ
り
、
私
自
身
生
れ
て
初

め
て
、
赤
い
玉
を
ス
ポ
ッ
と

「
剣
」
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
時
に
は
、
思
わ
ず
歓
声
を
上

げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
後
に
奥
田
吉
郎
理
事
が
舞

台
に
上
が
り
、
鳩
山
邦
夫
理
事

長
、
鳩
山
由
紀
夫
副
理
事
長
、

井
上
和
子
評
議
員
長
も
奥
田
理

事
に
エ
ー
ル
を
贈
る
か
た
ち
で

登
壇
さ
れ
、
正
に
友
愛
ら
し
い

一
幕
で
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

歴
史
を
重
ね
、
様
々
な
出
来

事
の
舞
台
と
な
っ
た
音
羽
御
殿

に
、
ま
た
一
つ
大
き
な
歴
史
的

出
来
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
一

日
で
し
た
。

壇
上
に
飾
ら
れ
た
故
鳩
山
安

子
名
誉
会
長
（
友
愛
婦
人
会
会

長
）
の
ご
遺
影
も
、
心
か
ら
微

笑
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
井
上
和
子
評

議
員
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
母

が
千
の
風
に
な
っ
て
、
今
日
と

い
う
日
を
運
ん
で
来
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
」
と
の
お
言
葉
に
、

改
め
て
涙
を
覚
え
ま
し
た
。

友愛創立６０周年記念大会に参加して
友愛婦人会の歴史と重ねて感慨ひとしお

友愛婦人会　幹事長　大川米子

五
月
十
九
日
、
空
は
晴
れ
渡

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

一
週
間
、
天
気
予
報
は
雨
、
雨
、

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

友
愛
婦
人
会
の
面
々
も
、
衣
装

の
心
配
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

会
場
の
設
営
を
心
配
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
一
転
、
快

晴
！
　
天
も
友
愛
創
立
六
十
周

年
を
寿
い
で
く
だ
さ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

会
場
に
は
早
く
か
ら
、
大
勢

の
方
々
が
お
見
え
に
な
り
ま
し

た
。
満
開
の
バ
ラ
を
観
賞
さ
れ

る
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
が
、
そ
れ
よ
り
な
に
よ

り
、
懐
か
し
い
旧
友
に
一
刻
も

早
く
会
い
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
で
し
ょ
う
。

記
念
会
が
始
ま
り
、
川
手
正

一
郎
実
行
委
員
長
の
開
会
宣

言
、
鳩
山
邦
夫
理
事
長
、
鳩
山

由
紀
夫
副
理
事
長
、
井
上
和
子

評
議
員
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

あ
り
、
思
い
を
至
ら
せ
る
こ
と

あ
り
と
、
複
雑
な
思
い
で
皆
様

の
ご
挨
拶
を
拝
聴
い
た
し
ま
し

た
。
何
よ
り
心
を
打
た
れ
た
の

は
、
川
手
正
一
郎
常
務
理
事
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
大
会
を
実
行

委
員
長
と
し
て
今
日
ま
で
ご
苦

労
さ
れ
た
方
で
す
。
い
い
え
、

川
手
常
務
理
事
は
、
こ
の
大
会

の
み
な
ら
ず
、
日
本
友
愛
協
会

を
今
日
ま
で
牽
引
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
方
で
す
。
そ
の
方
の
「
今

日
皆
様
に
お
会
い
し
て
、
私
が

信
念
を
も
っ
て
歩
ん
で
き
た
六

十
年
は
、
間
違
え
で
は
な
か
っ

た
と
確
信
い
た
し
ま
し
た
」
と

の
お
言
葉
に
は
、
万
感
の
思
い

が
こ
も
っ
て
お
り
、
私
共
友
愛

婦
人
会
と
し
て
も
、
友
愛
の
名

の
も
と
歩
ん
で
き
た
歳
月
を
思

い
、
涙
が
出
る
程
感
動
致
し
ま

し
た
。

全
員
揃
っ
て
の
記
念
撮
影
、

鶴
巻
克
雄
顧
問
の
元
気
の
い
い

乾
杯
、
そ
し
て
楽
し
い
お
し
ゃ

べ
り
と
お
食
事
の
時
間
と
な
り

＊＊＊鳩山安子会長のご遺影を囲んで、鳩山邦夫先生と友愛婦人会の参加者で記念撮影＊＊＊
友愛婦人会よりの参加者（前列左より）水口美紀子・五島珠江・榎　弘美・向後なか・秋田さと

子・大川米子・鳩山邦夫先生・諏訪あさ・小峰秀子・市川秀子（二列目左より）井上由美子・村木あい
子・西村栄子・日吉洋子・福島淑子・後藤摩尼子・松沼智性子・藤井希依子（最後列左より）黒沢芳
子・明石節子・青山高恵・井田幸子・鳥海益恵
この他に、古沢陽子・永井愛子・窪田邦江・秋山光子・安西祐子・有光達子が参加（集合写真参照）

ド
イ
ツ
歌
曲
（
リ
ー
ト
）
の

演
奏
者
に
と
っ
て
「
登
竜
門
」

と
い
う
位
置
づ
け
が
定
着
し
た

「
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
（
リ
ー
ト
）

コ
ン
ク
ー
ル
」
だ
が
、
今
年
度

の
第
二
十
四
回
は
「
友
愛
創
立

六
十
周
年
記
念
」
と
銘
打
っ
て
、

本
選
会
を
東
京
文
化
会
館
（
小

ホ
ー
ル
）
で
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
上
野
駅
の
真
ん
前
、
東

京
文
化
会
館
は
、
多
く
の
芸
術

家
も
愛
用
す
る
、
歴
史
あ
る
ホ

ー
ル
で
あ
る
。

文
京
区
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
小

ホ
ー
ル
で
の
第
一
次
、
第
二
次

予
選
を
経
て
、
東
京
文
化
会
館

の
舞
台
に
立
て
る
の
は
十
名
。

文
部
科
学
大
臣
賞
を
目
指
し

て
、
熱
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

第
一
次
予
選
、
第
二
次
予
選

は
、
入
場
無
料
（
要
整
理
券
）

本
選
会
は
、
一
般：

二
千
円

学
生：

千
円
の
入
場
料
と
な

る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
会
場
で

販
売
す
る
。

第
一
次
予
選十月

二
十
八
日
（
月
）

午
前
十
時
三
〇
分
〜
午

後
八
時
。

第
二
次
予
選

十
月
三
十
一
日
（
木
）

午
後
三
時
〜
午
後
八
時
。

本
選
会

十
一
月
二
十
六
日

（
火
）
午
後
四
時
十
分
開

場
　
午
後
四
時
四
十
分

開
演詳

細
は
事
務
局
ま
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳

細
・
応
募
要
項
掲
載
中

お
知
ら
せ

◇
軽
井
沢
友
愛
山
荘
の
小
ホ
ー

ル
が
今
月
末
に
完
成
し
ま
す
。

会
議
室
・
講
演
会
・
研
修
な
ど

に
お
使
い
い
た
だ
け
る
施
設
で

す
。
大
ス
ク
リ
ー
ン
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
も
備
え
付
け
て
お
り

ま
す
。
詳
細
は
、
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
日
本
友
愛
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
八
月
一
日
よ
り
詳

細
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お
詫
び

◇
七
月
号
（
五
二
四
号
）
は
、

六
十
周
年
記
念
大
会
を
報
じ
る

た
め
、
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
こ

と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

第22回第一位入賞
内之倉勝哉さん


